　販路開拓支援事業　実施要綱
山梨県商工会連合会

１　事業の目的

　　売れる商品・魅力ある商品づくりには、継続した商品のマーケティングと、ブラッシュアップ（磨き上げ）作業が必要であり、個々の企業だけでは取り組みが困難であるのが現実である。
そこで本会では、山梨の地域性や歴史を背景にして、地域資源を活用した山梨ならではのオリジナル商品を作り上げていくために、販売促進を支援していく仕組みが必要と考え、年間を通じて商工会から推薦のあった商品や特産品、農林水産物等の商品開拓、販路拡大を支援する。
また、年に一度登録することで商工会から企業への情報提供の軽減と情報伝達のスピード化と平準化を図る。
２　支援対象

商工会の会員企業及びそのグループが開発した商品・技術・サービス（以下、商品等という）
３　申請及び受付期間
　　本事業の支援を受けようとする者は、販路開拓支援事業申請書（様式第１号）を商工会を経由して、商工会連合会長宛てに提出しなければならない。
受付期間は，原則として公募開始日から翌年１月末日までとし、期間中、随時、受け付けるものとする。
４　支援期間

　　同一商品等に対する支援期間は、原則として２年以内とする。但し、希望があれば、再申請できるものとする。
５　実施体制
　　山梨県商工会連合会（以下「本会」という）は、支援企業の所属する商工会とネットワークアドバイザー等と連携、相談しながら事業を実施する。また、企業支援の実効性を高めるため、商工会は、原則として、担当職員を専門家派遣に同行させるものとする。
６　支援内容の決定方法（商品評価・相談会の開催）
支援申込みがあった事業所を対象に、商工会職員、連合会職員、ネットワークアドバイザー等による「商品評価・相談会」を開催し、申込事業所の希望、商品等の課題・特性などを勘案して、各事業所に対する支援内容を決定する。
７　支援事業の内容
（１）出展支援

　　上記「商品評価・相談会」ですぐに商談及び販売が可能と判断された商品等（以下「登録商品」という）については、商談会、展示会、物産展、アンテナショップ及びECサイト等（以下、展示会等という）への出展に関する専門家派遣を実施する。
　　専門家派遣は、当会に登録する販路開拓の専門家が、原則、３回（出展前、出展中、出展後）実施し、展示会等への効果的な出展を支援する。
　　また、予算内において、本会が指定する展示会等の出展費用を助成する。
（２）ブラッシュアップ支援

上記「商品評価・相談会」で、開発途上、改良必要等と判断された商品等については、抽出された課題に対し、専門家派遣等の支援を行う。

　　支援の結果、商談及び販売が可能と判断された商品等については、引き続き、（１）の出展支援を行なう。
（３）展示会等の公募情報の提供
　　本会は、登録商品を販売する企業に対して、メール等で、展示会等の公募情報を随時提供する。
（４）ＰＲ支援

本会は、本事業で支援を行った商品等のＰＲのため、各種広報やマスコミへの情報提供に努める。
